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議 会 定 例 会 議 事 日 程 

 

日程第 １ 議席の指定 

日程第 ２ 会議録署名議員の指名 

日程第 ３ 会期の決定 

日程第 ４ 一般質問 

日程第 ５ 認第 １ 号 平成２８年度置賜広域行政事務組合一般会計歳入歳出決算 

日程第 ６ 認第 ２ 号 平成２８年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏事業 

費特別会計歳入歳出決算 

日程第 ７ 認第 ３ 号 平成２８年度置賜広域行政事務組合消防特別会計歳入歳出 

決算 

日程第 ８ 議第１７号 平成２９年度置賜広域行政事務組合一般会計補正予算（第 

２号） 

日程第 ９ 議第１８号 平成２９年度置賜広域行政事務組合消防特別会計補正予算 

（第２号） 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

  午後３時１０分  開会 

 

○遠藤幸一議長 本日の会議に欠席通告の議員は、１２番、渡部栄議員であります。よっ

て、ただいまの出席議員は２３名であります。 

去る１１月６日招集告示されました平成２９年１１月置賜広域行政事務組合議会定例

会は、ここに成立いたしました。 

ただいまから、平成２９年１１月定例会を開会いたします。 

それでは、直ちに本日の会議を開きます。 

このたび、構成市町議会において、選出議員の交代選任がありましたので、この際、

議事の進行上、仮議席を指定いたします。 

このたび、交代選任された方の仮議席は、ただいま着席の議席といたします。 

本日の会議は、お手元に配付の議事日程により進めます。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

  日程第１ 議席の指定 

 

○遠藤幸一議長 日程第１、議席の指定を行います。 

構成市町議会における、選出議員の交代選任による議席の指定であります。 

会議規則第４条第２項の規定により指定いたします。 

１０番 近 野   誠 議員 

１１番 直 島 義 友 議員 
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１２番 渡 部   栄 議員 

２１番 井 上   南 議員 

  以上であります。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

  日程第２ 会議録署名議員の指名 

 

○遠藤幸一議長 日程第２、会議録署名議員の指名についてでありますが、会議規則第  

８８条の規定により指名いたします。 

３番 島 貫 宏 幸 議員 

１４番 神 村 建 二 議員 

１８番 今 野 正 明 議員 

  以上３名の方にお願いいたします。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

  日程第３ 会期の決定 

 

○遠藤幸一議長 次に、日程第３、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期を、本日１日間と定めたいと存じますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○遠藤幸一議長 ご異議なしと認めます。 

よって、本定例会の会期は本日１日間と決定いたしました。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

  午後３時１４分 休憩 

 

○遠藤幸一議長 ここで、暫時休憩いたします。 

  〔３番 島貫宏幸 議員 質問席に移動〕 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

  午後３時１５分 再開 

 

○遠藤幸一議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
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  日程第４ 一般質問 

 

○遠藤幸一議長 日程第４、一般質問を行います。 

質問を許可します。 

３番、島貫宏幸議員。 

〔３番 島貫宏幸 議員 登壇〕 

〇３番（島貫宏幸議員） 米沢市議会選出の島貫宏幸です。このたびの一般質問は、置賜

広域行政事務組合消防１０か年整備計画のうち、消防庁舎の整備計画についてお伺いい

たしたく存じます。 

本整備計画は、平成２５年度から平成３４年度までを計画期間とし、今後の消防活動

がより効果的、効率的に行われるよう、消防庁舎、車両等の整備計画を策定、見直しを

図ることが策定の趣旨とされております。 

この計画に沿う形で、近年では緊急車両の更新はもとより、平成２８年３月には高畠

消防署が、本年３月には南陽消防署と米沢消防署城西分署がそれぞれ新しく整備され、

署員の勤務環境の改善や、消防防災機能の強化と業務の効率化を図ってこられました。 

しかし、川西消防署では平成２８年度に耐震補強工事を終えたものの、現行の消防庁

舎は昭和５４年度に建てられたもので、築３８年が経過し、老朽化が進んでいる状況で

あります。 

消防本部米沢消防署も、梯子車車庫並びに消防指令センターが平成２３年度に整備さ

れたものの、現行の消防庁舎は昭和４６年度に建てられたもので、築４６年が経過し、

耐震診断では問題がないとされておりますが、昨今の大規模自然災害への高度な対応や、

１１月４日に東北中央自動車道の福島大笹生インターチェンジから米沢北インターチェ

ンジまでの区間が開通し、米沢南陽道路とも接続されたことにより、より一層の本部機

能の充実を図っていかなければなりません。 

このことを踏まえ、今後の消防庁舎のあり方や、整備更新について、どのように検討

を進めておられるのかお伺いし、壇上からの一つ目の質問とさせていただきます。 

○遠藤幸一議長 答弁を求めます。中川理事長。 

〔中川勝理事長 登壇〕 

〇中川勝理事長 ただいまの島貫宏幸議員のご質問にお答えいたします。 

置賜広域行政事務組合消防本部は、消防組織体制の充実強化を目的に、米沢市、南陽

市、高畠町及び川西町の消防本部を統合し、平成２４年４月より広域消防として発足し

たところであります。 

広域消防としての消防庁舎や消防救急車両については、広域化以前に各市町で整備さ

れたものを継承したことから、老朽化が著しく、改めて圏域全体を見据えた、より効率

的かつ効果的な整備を進めることが必要となったところであります。 

また、東日本大震災の発生を契機に、住民の安全、安心を守るためには、防災活動拠

点施設として、消防庁舎の耐震化が求められていることから、大規模災害時における消

防力の確保が重要との認識をしているところであります。 
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こうした中、平成２５年２月には、置賜広域行政事務組合消防１０か年整備計画を策

定し、消防庁舎の配置を検討するとともに、その規模や機能については、本組合職員並

びに関係市町職員により構成する消防庁舎建設委員会を立ち上げ、検討を重ねたところ

であります。 

この検討を受け、平成２６年２月には、消防署所の配置について新たに設定をし、米

沢消防署の西部と南部の両出張所は統廃合するとともに、東北中央自動車道の整備を念

頭に、北部出張所の位置を米沢北インターチェンジ付近に移動する計画としたところで

あります。 

消防庁舎の整備時期につきましては、耐震診断の結果や耐用年数等を考慮し、さらに

は財政的な検討を加え、改築または耐震補強など、計画的な整備に取り組むこととしま

した。  

こうした取り組みにより、高畠消防署は平成２８年３月に供用を開始し、米沢消防署

の出張所を統廃合した米沢消防署城西分署が本年３月に供用を開始しております。 

さらに、南陽消防署については、当初は耐用年数までの使用を基本としておりました

が、構造耐震指標、いわゆるＩｓ値が０．３未満と低かったことから、改築にて対応す

ることとし、本年４月に供用開始をしたところであります。 

ご質問がありました川西消防署については、耐震診断の結果、Ｉｓ値は０．６未満と

診断されたことから、耐震補強工事を行った結果、Ｉｓ値は０．９以上となり、耐震性

能は十分確保できることや、建設から３８年が経過しておりますが、鉄筋コンクリート

造の建築物の耐用年数は５０年であることなどから、機能の充実や維持補修を行いなが

ら、当面は継続使用が可能と判断したところであります。 

一方、消防本部米沢消防署については、当初、平成３２年度及び３３年度の２か年で

整備する予定でありましたが、これまでの庁舎整備の契約額を参考に、事業費や整備年

度の再検討を行ったところであります。 

また、建設用地につきましては、米沢市から借り受け、通信指令センターの隣接地に

限定されることになりますが、米沢市として市役所庁舎の耐震化または改築について方

針が定まっていないという課題がありました。 

このため、建設用地は、市役所庁舎の全体的な計画の中で検討する必要があること、

また、Ｉｓ値が０．７を上回っており、耐震性は確保できるとの背景があったことから、

消防本部米沢消防署の庁舎整備は猶予をもって見直してほしいとの申し入れを米沢市と

して置賜広域行政事務組合に対して行い、本組合として、本年４月に計画の一部を改正

し、事業年度を削除したところであります。 

このため、川西消防署と同様、庁舎の維持管理を行うとともに、機能の充実に努め、

当面は使用する方針としたところであります。 

現在、米沢市役所庁舎は、平成３２年度までに改築の方針を示しておりますが、建設

工事の工程上、同時に消防庁舎の整備を行うことは難しいと認識をしております。 

消防本部庁舎の整備については、引き続き関係市町と協議検討を重ねて参る所存であ

りますので、ご理解をお願い申し上げるところであります。	

○遠藤幸一議長 島貫宏幸議員。 

○３番（島貫宏幸議員） それでは、２問目に移らせていただきます。消防１０か年整備
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計画に記載されている一文ですが、老朽化が著しい庁舎では、高額の修繕費が見込まれ

るが、修繕等による庁舎の延命が可能かどうか等、検討する必要がある、とも記載され

ております。ただいま中川理事長からご説明があったとおりかと思います。 

確かに、建物の老朽化で消防機能を大きく損なうことはないと思いますが、耐用年数

は間近に迫っております。この消防１０か年整備計画の２０ページに記載されている内

容を紹介させていただきたいと思いますが、鉄骨鉄筋コンクリートのＳＲＣ造、これは、

処分制限期間、耐用年数ですね、５０年となっております。次に鉄筋コンクリートの  

ＲＣ造がこれも５０年、鉄骨のＳ造が３８年ということで、米沢と川西のそれぞれの消

防庁舎については鉄筋コンクリートのＲＣ造ということであります。これは古い資料な

ので改めて計算しますと、耐用年数としての残存年数という記載がありますが、米沢消

防署についてはあと４年ということであります。鉄筋腐食に伴う外壁の剥落及び露出が

複数、外壁の亀裂及び塗装劣化に伴う構造体の不安があるということで現状が書かれて

おります。川西署については、耐用年数１２年ということであります。２階床の一部に

亀裂、外壁亀裂及び塗装劣化ということが記載されております。このことを踏まえなが

らなのですが、財源のこともあるとただいま答弁いただいたわけですが、そこも充分検

討していかなければならないことではありますけれども、整備計画の期間内に更新整備

は可能なものかどうかということで、２問目お聞きをしたいと思ったのですが、どうや

ら１問目のご答弁で答えが出ているようですけれども、改めてこの点についてお伺いし

たいのですけれども、いかがでしょうか。 

○遠藤幸一議長 消防長。 

○鈴木敏幸消防長 ただいまのご質問にお答えいたします。川西消防署につきましては、

すでに耐震補強工事を実施していることや、耐用年数を迎えるまで猶予があることから、

消防１０か年整備計画期間内での更新は今のところ考えておりません。 

消防本部庁舎につきましては、耐震診断の結果、Ｉｓ値は０．７１８であり、消防庁

舎として求められているＩｓ値０．９以上ではありませんが、一般的な建物に求められ

ているＩｓ値０．６を超えており、震度６から７程度の地震に対し、倒壊または崩壊す

る危険が低いと診断されているなど、耐震性は確保されているところであり、継続使用

が十分可能なことから、現時点におきまして、消防１０か年整備計画の平成３４年度ま

での期間内での改築は難しいと考えております。 

現在の消防庁舎を維持するため必要な補修を行うとともに、消防機能の充実に努めな

がら、消防本部庁舎を継続使用して参りたいと考えているところでありますので、ご理

解を賜りますようお願いいたします。以上でございます。 

○遠藤幸一議長 島貫宏幸議員。 

○３番（島貫宏幸議員） なかなか厳しいご答弁だったかなと思っております。つい先日、

管内視察で、南陽消防署そして城西分署を見学させていただいた折に、やはり外観がき

れいなのは当たり前なのですが、出動する際に着替える場所、個室やシャワー室、食事

をとるスペースなどきれいに整備されて、今時の本当に素晴らしい施設だなと見せてい

ただいたわけでありますが、あのようなものを見せていただくと、やはりぜひ早く整備

してほしいという気持ちが湧いてくるのが当然の気持ちの流れでございまして、そうし

た観点もありまして、今回質問させていただいたところでした。財政的なものも含めて
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考えると、今後の整備については、改修をしながらなんとか機能を維持して使い続ける、

使い倒すという言い方は失礼かもしれませんが、今の建物をとにかく丁寧に使っていく

んだということだったかと思います。それを踏まえてなのですが、先ほどもご紹介しま

したけれども、耐用年数５０年といわれております。米沢消防署については間もなく  

５０年を迎えることになるわけです。そうした意味で、改修をしながら使い続けていっ

ても、いずれは建て替えということをどうしても検討していかなければならないし、米

沢消防署については、訓練の施設も手狭で日頃の訓練がなかなか大変だということもお

聞きしておりますので、その用地の検討なども含めて、これから充分な検討、財政的な

ものも含めて、やっていかなければならないと私は思います。その点は強く要望してお

きたいと思うのですが、今回、この消防１０か年整備計画の期間内に更新できないとい

うことでした。でありますと、愚問になるかもしれませんが、いつまでに川西、米沢の

消防庁舎を更新する予定か、見通しについて現段階でお答えできる範囲で結構ですから、

その点について最後にお聞きしたいと思います。 

○遠藤幸一議長 消防長。 

○鈴木敏幸消防長 ただいまの質問にお答えをいたします。川西消防署の整備につきまし

ては、平成３５年度から平成４４年度までを期間とする、次期消防１０か年整備計画に

おいて改築の検討を行うこととしております。 

また、消防本部庁舎につきましては、米沢市役所庁舎の整備が完了し供用を開始する

平成３３年度以降に、庁舎整備に関して具体的な協議となることが予想されることから、

次期消防１０か年整備計画に盛り込むことが可能かどうか、関係市町と綿密な協議を重

ねて参りますので、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。以上でございます。 

○遠藤幸一議長 以上で、３番、島貫宏幸議員の一般質問を終了いたします。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

  午後３時３３分 休憩 

 

○遠藤幸一議長 ここで、暫時休憩いたします。 

  〔３番 島貫宏幸 議員 自席に移動〕 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

  午後３時３４分 再開 

 

○遠藤幸一議長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第５ 認第１号 平成２８年度置賜広域行政事務組合一般会計歳入歳出決算 

日程第６ 認第２号 平成２８年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏事業費特 
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     別会計歳入歳出決算 

日程第７ 認第３号 平成２８年度置賜広域行政事務組合消防特別会計歳入歳出決算 

 

○遠藤幸一議長 次に、日程第５、認第１号平成２８年度置賜広域行政事務組合一般会計

歳入歳出決算、日程第６、認第２号平成２８年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町村

圏事業費特別会計歳入歳出決算及び日程第７、認第３号平成２８年度置賜広域行政事務

組合消防特別会計歳入歳出決算の３件は、議事の都合により一括議題といたします。 

この際、理事長から提案理由の説明を求めます。中川理事長。 

〔中川勝理事長 登壇〕 

〇中川勝理事長 ただいま上程になりました、認第１号平成２８年度置賜広域行政事務組

合一般会計歳入歳出決算、認第２号平成２８年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町村

圏事業費特別会計歳入歳出決算及び認第３号平成２８年度置賜広域行政事務組合消防特

別会計歳入歳出決算について、一括して説明いたします。各会計とも当該決算の詳細に

つきましては、既に配付しております歳入歳出決算書及び決算に係る主要な施策の成果

報告書、本組合監査委員の決算等審査意見書によってご了承賜ることとして、以下、そ

の大要のみ説明いたします。 

まず、一般会計決算でありますが、総務費では、総務管理費において、事務局配置職

員の人件費及び広域交流拠点施設の維持管理費などのほか、広域連携の推進に繋げるた

め、構成市町職員が参加し、「これからの置賜圏域のまちづくりはどうあるべきか」を

テーマに、圏域の課題を解決する手法を学ぶ「広域連携政策形成セミナー」を実施する

とともに、統一基準による新地方公会計のシステムを整備したところであります。また、

電算共同処理として、米沢市ほか２市１町のコンピュータ利用による行政事務の共同化

により、効率化を図ったところであります。 

次に、民生費の養護老人ホーム南陽やすらぎ荘については、入所者数の減少がみられ

たものの、入所生活の充実に資する事業を積極的に実施するとともに、研修を通して職

員の資質向上とスキルアップを図り、適切な処遇に努めたところであります。 

次に、衛生費でありますが、各クリーンセンターにおいて、適正処理を推進するため、

整備計画に基づく施設の整備を行ったほか、各事業で必要最小限の設備、機器の修繕等

を計画的に実施し、施設の保全管理に努めたところであります。 

整備事業に関しては、最終処分場関係で、国の循環型社会形成推進交付金を活用し、

平成３２年度以降の新たな最終処分場に係る基本設計及び生活環境影響評価調査並びに

埋蔵文化財発掘調査を実施したところであります。 

ごみ焼却関係では、千代田クリーンセンター焼却施設の延命化として基幹的設備を改

良するため、最終処分場同様、国の交付金を活用し、平成２７年度から３か年継続の建

設工事に着手しております。また、平成２９年度分の事業を国の補正予算に伴い、平成

２８年度に前倒しするとともに、翌年度に繰越ししたものであります。 

また、死亡獣畜処理事業費では、民間事業者による確実な運搬処分ルートが確保され

たことから、年度末をもって死亡獣畜保冷施設を廃止したところであります。なお、平

成２９年度における運搬処分状況については、受け入れ先の民間事業者に搬入頭数及び

状況を照会し、問題なく移行していることを確認しているところであります。 
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次に認第２号ふるさと市町村圏事業費特別会計決算でありますが、平成２４年度に策

定した第５次ふるさと市町村圏計画の広域活動計画に基づき、広域的交流事業として、

首都圏の独身女性を置賜地方に招き、男性との出会いの場を提供するとともに、移住へ

の関心を創出する「置賜体感型の婚活ツアー」を実施するとともに、広域的人材育成事

業として、東京都市大学の坂倉准教授を講師に、住民の積極的参加による置賜ふるさと

圏づくりを推進するため、置賜３市５町から公募した１２名を対象に、講義や視察研修

を実施したところであります。 

次に認第３号 消防特別会計決算でありますが、圏域住民の安全、安心を守るため、

消防、救急活動を遂行するとともに、消防１０か年整備計画に基づき、消防庁舎整備事

業として、有利な財源を活用し、米沢消防署城西分署及び南陽消防署の建設並びに解体

工事、さらには川西消防署の耐震補強工事を実施したところであります。 

また、消防車両整備事業については、消防庁舎整備事業と同様、有利な財源を活用し、

４台を更新したところであります。 

以上が一般会計、ふるさと市町村圏事業費特別会計及び消防特別会計の大要でありま

す。 

よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたし

ます。 

○遠藤幸一議長 続いて、決算の概要について説明願います。船山会計管理者。 

〔船山弘行会計管理者 登壇〕 

○船山弘行会計管理者 私から認第１号平成２８年度置賜広域行政事務組合一般会計歳入

歳出決算から認第３号平成２８年度置賜広域行政事務組合消防特別会計歳入歳出決算ま

での３会計につきまして、その概要を説明いたします。 

はじめに認第１号平成２８年度置賜広域行政事務組合一般会計歳入歳出決算ですが、

決算書の１ページ、２ページをご覧ください。 

１ページの合計欄ですが、歳入の予算現額３７億４，６５３万７千円につきましては、

前年度と比べて６億９，３７０万９千円の減となりました。 

この予算現額は、当初予算額２８億９，４０１万円に、補正予算額２億７，５０５万

６千円と平成２７年度からの繰越予算額５億７，７４７万１千円を加えたものとなりま

す。 

調定額は３４億８，６５５万１，３３５円で、これに対する収入済額は３４億    

３，５３９万４，７９３円であり、前年度に比べて４億５，８０７万５，３３７円の減

となりました。 

この結果、予算現額に対する収入率は９１．７％、調定額に対する収入率は９８．５％

となっています。 

前年度に比べて、収入増となったものの主な科目は、２款使用料及び手数料が、   

２，９６０万４，４５１円、６款繰越金が３，１９５万７，１３１円の増などです。 

一方、収入減となった主な科目は、１款分担金及び負担金が２億７６２万３，６９３

円、３款国庫支出金が、８，４４２万９千円、５款繰入金が３，３１３万５，２１２円、

８款組合債が、１億９，２１０万円の減などです。 

次に、不納欠損額ですが、４万９，００６円で、全額衛生手数料です。前年度と比較
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して、３万７，６６４円の増となっております。 

次に収入未済額ですが、５，１１０万７，５３６円で、前年度に比べて、５，０８０

万７，１４４円の増となりました。内訳は、衛生手数料２９万４，５３６円と衛生費国

庫補助金５，０８１万３千円となっています。 

以上が歳入の概要です。 

次に歳出に移ります。３ページ、４ページをご覧ください。 

支出済額は、３３億７，８３４万１，７８３円で、予算現額３７億４，６５３万７千

円に対する執行率は９０．２％となり、前年度に比べて４億２，６１７万６，０１３円

の減となりました。 

前年度に比べて、支出増となった主な科目は、７款公債費で１，２４０万９，１７８

円の増などです。 

一方、支出減となった主な科目は、２款総務費で６，６１５万４，０９０円、４款衛

生費が３億６，７２９万８，２１７円の減などです。 

以上の結果、収支状況ですが収入済額３４億３，５３９万４，７９３円から支出済額

３３億７，８３４万１，７８３円を差し引いた歳入歳出差引残額は５，７０５万    

３，０１０円となり、平成２９年度へ繰り越しました。 

なお、繰越明許費等の２８年度から２９年度へ繰り越すべき財源がありませんので、

この額が実質収支額となり、前年度より３，１８９万９，３２４円の減となりました。 

以上が一般会計の概要です。 

続きまして、認第２号平成２８年度置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏事業費特

別会計歳入歳出決算です。決算書の５ページ、６ページをご覧ください。 

歳入ですが、収入済額は５３４万２，３６７円で、調定額と同額です。 

歳出ですが、支出済額は収入済額と同額で、予算現額５８３万８千円に対しての執行

率は９１．５％です。 

次に、認第３号平成２８年度置賜広域行政事務組合消防特別会計歳入歳出決算です。

決算書の７ページ、８ページをご覧ください。 

歳入ですが、収入済額は３２億９，９５１万６，９２２円で、調定額と同額です。 

収入の主なものは、１款分担金及び負担金と５款組合債です。 

歳出ですが、支出済額は３２億６，１８８万６７８円で、予算現額３２億９，８７６

万７千円に対する執行率は９８．９％です。 

以上の結果、収支状況ですが収入済額３２億９，９５１万６，９２２円から支出済額

３２億６，１８８万６７８円を差し引いた歳入歳出差引残額は３，７６３万６，２４４

円となり、平成２９年度へ繰り越しました。 

なお、繰越明許費等の２８年度から２９年度へ繰り越すべき財源がありませんので、

この額が実質収支額となり、前年度より６９８万４，５０２円の増となりました。 

以上が認第１号から認第３号までの一般会計決算及び特別会計決算の概要であります。

事業及び金額の詳細につきましては、歳入歳出決算事項別明細書及び主要な施策の成果

報告書などをご覧いただきたいと思います。私からの説明は以上です。 

○遠藤幸一議長 次に、監査委員から審査結果について報告願います。濱田代表監査委員。 

〔濱田俊明代表監査委員 登壇〕 
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○濱田俊明代表監査委員 私から決算審査の結果について、ご報告申し上げます。 

議員各位におかれましては、決算審査意見書２４ページのまとめ欄をご覧願います。 

監査の対象は、平成２８年度置賜広域行政事務組合の、一般会計、ふるさと市町村圏

事業費特別会計、消防特別会計並びに基金の運用状況等でございます。 

平成２９年８月１０日から９月２９日までの間、関係施設において、各会計の関係諸

帳簿や証拠書類の照合を行うとともに、施設の所属長及び関係職員から説明を求め審査

を実施いたしました。 

審査の結果については、各会計の決算及び基金運用状況調書の係数は正確で、関係法

令に準拠して処理されており、予算の執行及び会計処理等についても適正と認められま

した。 

なお、詳細につきましては、お手元に配付しております決算等審査意見書のとおりで

ございますが、各会計の審査結果の概要について、意見・要望も含めて申し上げます。 

はじめに、一般会計でございますが、歳入決算額は、３４億３，５３９万５千円で、

前年度に比べて４億５，８０７万５千円、率にして１１．８パーセントの減少となり、

歳出決算額は、３３億７，８３４万２千円で、前年度に比べて４億２，６１７万６千円、

率にして１１．２パーセントの減少となっております。 

実質収支額は、５，７０５万３千円で、単年度収支額は、３，１８９万９千円の赤字

となりました。 

平成２４年度から継続事業として整備を進めてきた千代田クリーンセンター基幹的設

備改良事業の建設工事を昨年度より実施しているが、本年度は事業費の年割額が減少し

たため、決算額は前年度に比べて歳入、歳出ともに減少となっております。 

最終処分場整備事業では、次期最終処分場の建設に向け、平成２６年度から継続事業

として進めてきた計画支援業務のほか、埋蔵文化財発掘調査が実施されるなど、今後の

組合基幹事業の進展が期待されるところであります。 

将来負担すべき組合債の年度末残高は、３０億７，８３１万円で、千代田クリーンセ

ンター基幹的設備改良事業等の進展に伴い、前年度に比べて１１．５パーセント増加し

ております。 

今後は、最終処分場整備事業の建設工事が計画され、各施設の機械設備の老朽化が進

む中で、処理費に占める維持補修費が大きな割合となり、事業費の増加が見込まれると

ころです。 

現在、第２次集中改革プランが推進中であり、行財政改革の成果が期待されるところ

であります。また、本年度ごみ処理手数料の改定により自主財源の確保に努めているこ

とは評価に値するものでありますが、引き続き、定期的に衛生手数料の原価計算を実施

するなど、適正な自主財源の確保になお一層努めていただきたいと考えます。 

また、施設運営面においては、国の補助金を活用するなど施設の延命化を図り、事務

事業の効率化かつ効果的な執行に期することはもとより、事務事業の見直しや民間活力

の導入等、財政健全化に向けた中長期的な計画を策定し、歳出の徹底した削減を図り、

構成市町の財政負担の軽減に向けてなお一層の努力を望むものであります。 

次に、ふるさと市町村圏事業費特別会計でございますが、歳入、歳出決算額は同額の

５３４万２千円で、歳入決算額、歳出決算額ともに前年度に比べて１６７万４千円、率
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にして４５．６パーセントの増加となっております。 

基金の一部を長期国債で運用しているほか、銀行等の定期預金等への積極的な運用、

消防特別会計への繰替運用を実施する等安全な運用を図っていることに敬意を表したい

と思います。 

主な事業といたしましては、第５次置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏計画に基

づき、広域的婚活推進事業を継続しているほか、新たな事業として広域的人材育成事業

が実施されております。低金利下の情勢ではありますが、今後も基金の効率的かつ安全

確実な運用に努めるとともに、限られた財源を有効活用し、引き続き圏域の振興に資す

る事業を展開していただきたいと考えます。 

次に、消防特別会計でございますが、歳入決算額は、３２億９，９５１万７千円で、

前年度に比べて６億３，８３１万３千円、率にして２４パーセントの増加となり、歳出

決算額は、３２億６，１８８万１千円で、前年度に比べて６億３，１３２万８千円、率

にして２４パーセントの増加となっております。 

実質収支額は３，７６３万６千円で、単年度収支額は６９８万５千円の黒字となりま

した。 

消防１０か年整備計画に基づき、有利な財源措置のある緊急防災・減災事業債を活用

して、消防救急車両の更新に加え、高畠消防庁舎解体工事、川西消防署耐震補強工事、

（仮称）米沢消防署南西部分署庁舎整備事業及び南陽消防署庁舎整備事業が推進されて

いるところであります。 

消防債の年度末残高は、２９億６，６０８万５千円で、各消防施設整備事業に伴い、

前年度に比べて３３．５パーセントと大きく増加しております。 

今後も消防施設整備事業債の発行が計画されており、消防１０か年整備計画に基づく

消防救急車両・消防施設等の更新や維持補修費の増加が見込まれるところです。圏域住

民の生命、財産を守るため、より一層の消防救急体制の強化、充実を図るとともに、効

率的かつ効果的な運営により、歳出の徹底した削減を図るなど、構成市町の財政負担の

軽減に向けて、引き続き努力していただきたいと存じます。 

最後に、各会計とも多額の事業費を要する新規事業が控えている中、職員一人ひとり

が事務事業の効率化とコスト意識の徹底を図り、最少の経費で最大の効果を挙げるよう

財政面に配慮した政策を実施していく必要があります。 

そのため、今後の組合の行財政運営にあたっては、柔軟な発想と創意工夫をもって、

限られた財源の有効活用を図るとともに、今まで以上に広域行政へのニーズの変化や時

代の要請に的確に対応し、圏域住民の信頼と福祉の増進に応えるため、費用対効果を主

眼とした、適正かつ効果的な予算執行に努められるよう強く要望するものであります。 

以上、各会計の決算審査の報告といたします。 

○遠藤幸一議長 以上、提案のありました３件について、ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○遠藤幸一議長 質疑がございませんので、質疑を終結いたします。 

これより討論に入りますが、討論の通告がございませんので、討論を終結し、採決  

いたします。 

お諮りいたします。 
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認第１号、認第２号及び認第３号を認定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○遠藤幸一議長 ご異議なしと認めます。 

よって、認第１号、認第２号及び認第３号は認定することに決しました。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

日程第８ 議第１７号 平成２９年度置賜広域行政事務組合一般会計補正予算（第 

     ２号） 

日程第９ 議第１８号 平成２９年度置賜広域行政事務組合消防特別会計補正予算 

（第２号） 

 

○遠藤幸一議長 次に、日程第８、議第１７号平成２９年度置賜広域行政事務組合一般会

計補正予算（第２号）、日程第９、議第１８号平成２９年度置賜広域行政事務組合消防特

別会計補正予算（第２号）の２件は、議事の都合により一括議題といたします。 

  この際、理事長から提案理由の説明を求めます。中川理事長。 

  〔中川勝理事長 登壇〕 

○中川勝理事長 ただいま上程になりました、議第１７号及び議第１８号について一括し

て説明いたします。 
議第１７号平成２９年度置賜広域行政事務組合一般会計補正予算（第２号）及び議第

１８号平成２９年度置賜広域行政事務組合消防特別会計補正予算（第２号）であります

が、前年度繰越金の確定に伴う財源組替、人事異動及び平成２８年人事委員会勧告に伴

う人件費の補正などの内容であります。 
はじめに、一般会計補正予算でありますが、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それ

ぞれ９０２万６千円を減額し、補正後の予算総額を３１億７，７５３万９千円とするも

のであります。 
歳出でありますが、各款においては、人件費などの補正を行うほか、総務費では、死

亡獣畜保冷センター解体工事に伴う契約差額、公債費においては、借入利子の確定に伴

う減額を行うものであります。 
これらに伴う財源でありますが、前年度繰越金並びに使用料及び手数料を増額し、分

担金及び負担金を減額するものであります。 
次に消防特別会計補正予算でありますが、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ

８６０万２千円を追加し、補正後の予算総額を２３億２２４万９千円とするものであり

ます。 
歳出でありますが、常備消防費においては、人件費などの補正を行うほか、通信指令

システム自動出動指定装置用サーバー取り替えに伴う増額、公債費では借入利子の確定

に伴う減額を行うものであります。 
これらに伴う財源でありますが、前年度繰越金を増額し、分担金及び負担金を減額す

るものであります。 
以上が一般会計補正予算及び消防特別会計補正予算の内容であります。 
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よろしくご審議の上、ご賛同賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたし

ます。 
○遠藤幸一議長 ただいまの説明に対し、ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○遠藤幸一議長 質疑がございませんので、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入りますが、討論の通告がございませんので、討論を終結し、採決い

たします。 

  お諮りいたします。 

  議第１７号及び議第１８号を原案のとおり決するにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○遠藤幸一議長 ご異議なしと認めます。 

  よって、議第１７号及び議第１８号は原案のとおり決しました。 

 

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

 

  閉  会 

 

○遠藤幸一議長 以上をもちまして、本定例会に付議されました案件は、全て議了いたし

ました。 

これをもちまして、平成２９年１１月置賜広域行政事務組合議会定例会を閉会いたし

ます。 

ご苦労様でした。 

 

午後４時７分  閉会 
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